



1.は じ め に
ロシア語の名詞 についての学習者の重 要な課題 のひ とつは格変化 を記憶
する ことであ る。名詞の格変化 は,形 容詞や動詞 と同様 に,以 下 にみ る よ
うない くつかの タイプに分類 され る。 ロ シア語 の語彙全体 の中では語数の
多い 「規則的」 なタイプ もあれば,少 数の 「不規則」 な タイプ も存在す る。
有用 な表現 を使 えるようにす る とい うのが外 国語教育の本来の 目的であ る
な ら,た とえ初等学習者 であって も導入すべ き語が 「規則的」 なタイプば
か りであ るわけではない。形容 詞や動詞の場合 と同様 に,名 詞 において も
初等学習者がいわゆる 「不規則」 な変化 タイプの語 もある程度使 えるよ う
になる必 要がある。 ロシア語 の教師や教材作成者 はその ような文法事項 を
どうの ように効率 よ く学習者 に導入するか に留意 しなければならない。
本稿 は,動 詞 と形容詞 を取 りあげた堤(2002)と 同様 の手法 を用 いて,
ロシア語初等学習者 のための名詞 におけ る文法 と語彙 について考察す るも
のである。す なわ ち}初 等学習者が まず覚 えるべ きである と考 え られる語
彙 を600語 に限定 し,そ の なかの名詞 について語形 変化 タイプの観点 か
ら分類 し,名 詞の文法 として どの語形変化 タイプを優先 して学習者 に提示
すべ きか を検討す る。600語 の選択 につ いては,Brown(1996)を 用いた1。
以下 ではBrown(1996>の 上位600語 をB600と 表記す る。本稿でのロ シ
ア語 の前の数字 はB600に おける順位である。 また,本 稿 での ロシア語へ
の 日本語訳 は代表的 なもの と思 われる もののみ を添 えてい る。
なお,語 形変化を分析 する際 に綴 り字 を用いる よ りも音素表記 を用 いる
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ことが言語学 にお いては妥 当であ るが,音 素表記 による表記 と分析 は学習
者に とって(特 に初等学 習者 に とって)相 当の負担 であ り,実 際のロシア
語教育の場 では実用的ではない。 したがって,本 稿では通例 ロ シア語教育
で行 われている とお りにロシア語の綴 り字 を用いて分析 し考 察するこ とと
す る(例 には,必 要 な場 合,ア クセ ン ト記号 を付 してい る)。
名詞に関 わる文法事項 としてはそれぞれの格の用法 な どもあ り,そ れ ら
を学習者 にどの ように導入するか は重 要 な問題であ るが,こ こでは語形変
化 のみ を考 察の対象 とす る。本 稿 は語彙数600程 度の初等学 習者が学 ぶ
べ き文法事項 を検討す る もので,複 数主格以外の複数形 の変化は,そ の よ
うな学習者 には まだ導入すべ き文法事項 ではない と考 え,こ こでは考慮 に
入れない こととす る。
2.名 詞 の語 形変化
ロ シ ア語 の 名 詞 の 語 形 変 化 は単 数 形 と複 数 形 と にお け る格 変 化 で あ る。
通 常 は,主 格 ・生 格 ・与 格 ・対格 ・造 格 ・前 置 格 の6格 が存 在 す る と さ
れ る。 単 数 主格 形 が 辞 書 形 とみ な され,単 数 形 が な い名詞 は複 数 主格 が 辞
書形 とな る㌔
名 詞 で は生物 を表 す もの に も無 生物 を表 す もの に も,男 性 ・中性 ・女性
の性 の区 別 が あ り,そ の 多 くの もの は語 末 の形 式 に よ って 区別 され る。 ロ
シア語 教 育 にお い て は,通 例,単 数 主 格 の語 末形 式 に よっ てそ れ を学 習 者
に導 入す るC;一 部 には,同 じ語 末 形 式 で あ る に もかか わ らず 異 な る性 とな
る もの もあ り,個 別 に性 を暗記 して お く必 要 の あ る もの や,意 味 を考 慮 に
入 れ れ ば どの性 が 区別 で きる もの が あ る。
(1)男 性 名 詞
a,子 音 字cTo』(机),Mec珊(月),oTeu(父),ToBap職(同 僚),
価 以 外)xapaxAa田(鉛 筆)
,ypoK(授 業),ropoA(都 市),Apyr(友
達),XO3刑H(主 人)
b.あcTpoMTe∬b(建 設 労 働 者),cexpeTapb(秘 書),nyTb(道),
.narepb(キ ャ ン プ)





1'!'(お じ さ ん)









(3)女 性 名 詞:




(1b)の 男 性 名 詞 と(3c)の 女性 名詞 は どち ら も語 末 が 一bで,こ の語 末 を
もつ名 詞 は個 々 に性 を記憶 しなけ れ ば な らな い場 合 が多 い3。 また,σd,e)
の男 性 名 詞 は語 末 形 式 が(3a,b>の 女 性 名 詞 と同 じで あ るがf男 性 を表 す
名詞 は男性 名 詞 に含 まれ るa。
語 形 変 化 の タ イプ分 け をす る際 に着 目 しな けれ ば な らない の は,単 数 造
格 ・単 数 前置 格 ・複 数主 格 で あ る。 男性 名 詞 ・中性 名 詞 ・女性 名 詞 の単 数
主格 語 末形 式 と三 つ の格 語 尾 の対 応 をみ て い く。
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(4)男 性名詞
単数 一i{格 単数造格 単数前貴格 複数主格
ml-1 子 音 字(m1-2～6以 外) 一〇M 一e 一bl
m1-2 u(語 幹ア クセ ン ト) 一eM 一e 一bl
ml-3 u(語 尾ア クセ ン ト) 一〇M 一e 一bl
m1-4 )K/q/㎜/UI(語 幹 ア ク セ ン ト) 一eM 一e _M
ml-5 )K/q/田/1」 」(語 尾 ア ク セ ン ト) 一〇M 一e 一N
m1-6 r!x/x 一aM 一e 一H
m1--7 子音宇 一〇M 一e 一a
ml-8 子音字 一〇M 一e 一bA
ml-9 子音字 一〇M _e その他
m2--1 b(語 幹ア クセン ト) 一eM 一e 一N
m2-2 b(語 尾 アクセ ン ト) 。eM 一e 一N
m2-3 b(特 殊変化) 一eM 一N 一N
m2-4 b 一ens 一e 一A
m3-1
V(
H+函 以 外) 一eM 一e 一H
m3-2
9



























(4)の 表 で,m1-1の 「子 音 字」 は 双/)K/q/m/田/r/K/x備 以 外 の
子 音 字 で あ り,こ の タイ プ は硬 変 化 の基 本 的 な もの で あ る。 一 方,m2-1
とm3-1は 軟 変 化 の 基本 的 な もの で あ る。 また,m4とm5の 男 性名 詞 は
すべ ての 変化 形 にお い てそ れ ぞれ 一aと 引 の 女性 名 詞 と同 じで あ る・。
単 数造 格 につ い て,単 数 主格 の語 末 がuま た は)K/H/田/田/曲 の 場合,
ア クセ ン トの位 置 に よ り語 尾 が異 な る(m1-2,ml-3,m14,m1-5)。 単 数 主
格 の 語 末 がbの 場 合,ア クセ ン トが 語 尾 に あ る もの は単 数 造 格 の語 尾 が
一eMで あ る(m2-2 ,m2-3)。
単 数前 置 格 で は,m3-2は 語 末 の 曲の前 がH(す なわ ちHの の もの で はr
語 尾 がHと な る。
複 数主 格 で は,m1-4～6で,い わ ゆ る 「正書 法 の規則:r/K/x/)K/q/
田/田 の あ とにはbl/田/Hを 書 かず それ ぞ れ代 わ りにH/y/aと す る」 に
よ り複 数 主格 語 尾 が 一blで は な く 一Nと なる。 なお,m1-7の 男 性 名詞 は複
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数 主 格 語 尾 が 一aと な る 。 ま た,ml-Sの 八pyr(友 達)の 複 数 主 格 形
叩y3団 の よ うに 一bAの 複 数主 格 形 も存在 す る。
(5)中 性名詞
単数i三格 単数造格 単数前置格 複数1こ格
nl-1 O 一〇M 一e 一a
nl-2 0 一〇M 一e 一b臼
nl-3 O 一〇M 一e その他
n2-1 e(u/)K/q/田/田/H+e以 外 〉 一eM 一e 一月
n2-2 e 一eM 一e 一月
n2-3 u/捌(/q/1皿/叫+e 一eM 一e 一a
n2-4 H十e 一eM 一N 一A










(5>の 表 で,n1-1は 硬 変 化 の 基 本 的 な タ イ プ で,nl-2とnl-3は 複 数 主
格 形 が そ れ と は異 な る(月epeBo一 鵬peBLH「 木 」,xeCo‐xe6eca「 空 」)。
また,n2-1は 軟 変 化 の 基 本 的 な も の で,n2-3は 「正 書 法 の 規 則 」 に よ り
そ れ と は 複 数 主 格 形 が 異 な っ て い る(こ こ で はuも 同 様 の ふ る ま い を す
る)。 さ ら に,n2-4で は 単 数 前 置 格 で 男 性 名 詞 のm3-2と 同 様 の 語 尾 を と
る 。
(6)女 性 名詞




fl-2 u十a(語 幹ア クセ ン ト)
り
一ex 一e 一bl
fl-3 )K/q/皿/皿 叶a(語 幹アクセン ト)
り
一eH 一e 一H








A(H+N以 外a語 幹 アクセ ン ト)
り
一eH 一e 一}彊






f3-1 b _b}0 一N _H













(6)の 表 で,f1-1は 硬変 化 の基 本 的 な タ イプ で,語 幹 に ア クセ ン トを も
つ 語 末 形 式uのf1-2は 単 数 造 格 にお い てf1-1と 異 な る。 また,f1-3と
f1-4,f2-1とf2-2は ア クセ ン トの位 置 に よっ て単 数造 格語 尾 が異 なっ て
い る。f2-1は 軟 変 化 の基 本 的 タ イプ で あ る。 「正書 法 の規 則」 に よ る語 尾
はf1-3～5に 現 れ て い る。f2-3に お け る 一nの 単 数前 置格 はHHの もの に
現 れ,男 性 名 詞 曲 及 び 中性 名詞yeと 同様 で あ る。
さて,B600の 名 詞 が上 で述 べ た語 形 変 化 の タ イプ に どの よ うに分 類 さ
れ るの か を次 節 で み る。
3.B600に お け る名 詞
B600に は名 詞 が201語 含 まれ てい る。 そ の うち,男 性 名 詞 は91語,
中性 名 詞 が38語t女 性 名 詞 が68語 で あ る。残 りの4語 は,単 数形 を も
た な い複 数専 用 名 詞(471AeHer「 お 金」)と76以}o朋 「人 々」,225AeTH
「子 供 た ち」,489pe6nTa「 子 供 た ち,仲 間 た ち」 とい っ た特 殊 な複 数 形
を独 立 に見 出 し語 と して い る もの で あ る 。 この4語 は こ こで の格 変 化 タ
イプの分 類 か らはず してお く。
そ の他 のB600の 名 詞 は語 形 変 化 の分 類 で以 下 の よ うな にな る(男 性 名
詞ml-5とm3-2,中 性 名詞n2-2の タ イプ はB600に 存 在 しな か った)。
そ れ ぞれ の分 類 番 号 に続 け て,単 数主 格 の語 末形 式 を(必 要 で あ れ ばそ の
他 の 特徴 も)添 えて 分類 の タ イプ を示 し,そ れ ぞ れ に含 まれ る語 を列挙 し
て い く。
































































































































































































































































































u(語 幹 ア ク セ ン ト)
Mec珊 月
u(語 尾 ア ク セ ン ト)
oTeu父
xoHeu終 わ り
)K/q/田/叫(語 幹 ア ク セ ン ト)
































































































































MaCTep熟 練 工,名 人,職 長
CHer雪
几hpeKTop(組 織 の)長,支 配 人
HOMep番 号,(ホ テ ル の 〉 部 屋
AoxTOp医 師
子 音 字(複 数 主 格 語 尾 一』の
Apyr友 達 〉 皿py3b勇
CblH息 子>CblHOBbR
Cpar兄,弟>6paTbH





b(語 幹 ア ク セ ン ト)一 「基 本 的 軟 変 化 」
rOCT』 客
napeHb若 者
CTPOHTe∬b建 設 労 働 者
KaMeHb石
b(語 尾 ア クセ ン ト)
Aexb日
ceKpeTaPb書 記,秘 書
』(こ の 語 の み の 特 殊 変 化)
nyTb道,道 の り>nyT瓦HyT広HyTb,nyTeM,nyT敢nym
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m2-4.』(複 数 主 格 語 尾 一鋤
463∬arePhキ ャ ン プ,収 容 所
m3-1.uN(H+病 以 外)一 「基 本 的 軟 変 化 」





449!'1'お じ さ ん
(8)中 性 名 詞
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1'/':・ 木 〉 八epeBbH
o(複 数 主 格 語 尾 ・そ の 他)
nJle矧0肩>nJleqH
He60空,天>He6e⑫







co6paHHe集 会,コ1/ク シ ョ ン
!i)KeHMe動 き
BHxMaxNe注 意























































































































































遊 び,競 技s演 奏
文化,教 養








































































































)KM田/1U+a(語 幹 ア ク セ ン ト)
3a几aqa課 題










cTpoHKa建 設 工 事,建 築 物
6yMara紙
TexHHKa技 術
BCTpeHa出 会 い,会 談
以eBoqKa女 の 子
6a6y田Kaお ば あ さ ん
Aocxa板s黒 板
HayKa科 学,学 問




rA(語 尾 ア ク セ ン ト)


























































b(特 殊 変 化)
MaTb母
以上 の語数 を表 にまとめ る。
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(10)男 性 名 詞
単数主格 単数造格,前 置格,複 数主格 語数
ml-1 子音字(「 基本的硬軟変化」) 一〇M,-e,-bI 42
ml-2 u(語 幹 アクセ ン ト〉 一eM ,-eヂb・1 1
ml-3 u(語 尾 アクセ ン ト) 一〇Mジe ,-H 2
mi-4 ■(/q/皿/田(語 幹 アクセ ン ト) 一eM
,-e,-H 1
m1-.5 】くノq/皿1/叫(語 尾 ア ク セ ン ト) 一〇M ,-eヂH (}





ml-$ 子音字 一〇M ,-E,-bSI 3
ml-9 子音字 一〇Mドe ,そ の 他 4
Ill`Z一 b(語 幹 アクセ ン ト) 一eM ,-e,-rr 4











m3-1 曲(H+荷 以外) £Mヂe,-H 2
m3-2
u










単数主格 単数造格,前 置格,複 数主格 語数
nl-1 0(「 基本的硬軟変化」) 一〇M ,-e,-a 1G
nl-2 0 一〇M
,-e,-bSI 1
n1-3 0 一〇M ,-e,そ の 他 2





n2-3 uノ)K/q〆 皿1/皿 環ノ十e eM,e,a 2
n2-4 H十e 一eMヂH ,-H 13
n3 MA 一MeHeMヂMeHH ,-Mexx 2
fit
(12)女 性 名 詞































f3-1 b 一b駈0ジN ,-H 10
f3-2 b(特 殊 変化) 一ep-boo ,-ep-H,-ep-H i
4.初 等学習者のための名詞の文法
(10)の 男性 名 詞 の 表 に よる と,最 も語 数 が多 いの はm1-1の タ イプでa
これ は硬変 化 の 基本 的 な タイ プで あ る。次 はm1-6の 「正 書 法 の規 則」 が
関 わ る もの で あ る。 そ れ らに続 くの は語 尾 に ア ク セ ン トが あ る_aの 複 数
主 格 形 を もつ語 とな って い る。 また,軟 変化 タイ プのbやNの 語 末 形式
の語 はそ れ ほ ど多 くは な い。
(11)の 中性 名 詞 につ い て は,や は り基 本 的 な硬 変 化 の タイ プで あ るnl
lが 多 い 。 そ れ に次 ぐの はn2-4のHeタ イ プの語 であ る。
(12)の 女 性 名 詞 にお い て も最 も多 いの はf1-1の 硬 変 化 の基 本 的 な タイ
プの もの で あ る。続 い て,f1-5の 「正 書法 の規 則 」 が 関 わ る タイ プで あ る。
さ らに,bで 終 わ る語,朋 で終 わ る語 とな っ てい る。
これ らの こ とか ら名 詞 の格 変 化 の導 入 につ いて,次 の優 先 順位 が考 え ら
れ る(並 行 して導 入 すべ き もの は その こ と も考 慮 に入 れ た)。
(13)a,男 性 名詞 ・女性 名 詞 ・中性 名詞 にお け る硬 変 化 の 基本 的 タイ プ
b.男 性 名 詞 ・女 性 名 詞 の(r/K/xに よ り)「 正 書 法 の規 則」 が
関 わ る タ イプ
c.中 性 名詞Heと 女 性 名 詞 朋 の タ イプ
d.男 性 名詞 の 複 数形 が 一aと なる タイ プ
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e.女 性 名詞 のbで 終 わ る タ イプ
これ ら以外 の ものは例外 的な もの として学習者 に解説す ることが許 される
であろう。
格変化形 については,六 つ の格 を…括 して導入す るこ とはほ とん どな く,
それぞれの格 をその用法 とともに別個 に学習 させ るのが普通の方法であ る
と考 えられる。その ような場合,(13)か ら考 え られ るのは,ま ずそれぞれ
の性 の基本 的硬変化の変化形 を導入 し,他 の タイプの語 を基本 的硬変化 と
の違い と して説明す るや り方で ある。例 えば,複 数主格形 を取 りあげる際
には,ま ず硬変化の基本 的 タイプの語尾 を学習者 に提 示 し,次 に 「正書法
の規則」が関 わるタイプの複数主格,そ の次 に中性名詞Heと 女性名詞H牙
の タイプ(軟 変化),男 性名詞の語尾 一aの タイプs等 々とい う順 に学習 さ
せてい く。 また,単 数前置格ではsや は り硬変化の基本 タイプ(こ の場合,
軟変化で も同 じであるが)を 学習 させ,続 いて中性名詞Heと 女性名詞 朋
の タイプ(場 合 によっては男性名詞の 噛 も同時 に),女 性名詞のbで 終
わ るタイプ,と い う順 に導 入 してい くわけであ る。
全体的に基本的軟 変化 タイプは語数が少 な く,優 先度が低 くな らざるを
えない。基本的軟変化の導 入方 法 と しては,(13c)の 中性名詞Heと 女性
名詞MAの タイプか ら導いてい く方法,ま たは,硬 変 化 との対応関係 を学
習者 に理解 させ る ことによ り習得 を促す方法が考 え られ る。
註
1こ の辞書 で はロシ ア語 の10000語 につい て学習 者 に とっての語彙 と しての重
要度 の観 点 か ら順番 が つ けて並べ てあ る(文 法 の観点,特 に語形 変化 につ い
て は考 慮 され て い ない よ うで あ る)。 本 稿 の筆 者 が対 象 とす る ロ シア語学 習
者 は 日本 語 話者 であ るが,Brown(1996)は 必ず しも日本語 話者 の ロシア語学
習 者 を利用 者 と して想定 して はい ない。 しか し,大 部 分 は 日本人 の ロシ ア語
学 習 者 に も適用 で きる と考 え る。 また,ソ ヴ ィエ ト連 邦解 体 な どに よる ロ シ
ア社 会 の変化 に と もない ロ シア語学習 者 の学 ぶべ き語彙 も変化 してい る と考
え られ るが,Brown(1996)で は一部 には少 し古 めの語 もあが ってい る。 しか
し,そ れ もご く少 数の語 で あ るか ら(特 に基 本 的 な語 につ い ては)さ ほ ど問
題 はない と判 断 した。
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z一 部 の名詞 には
、 ひ とつ の格 に複 数 の形 式 を もつ ものが あ る。 例 えば、・lac
(時 間)で は、単 数生格 はvacaあ るい はH話cy、 ただ し2/3/4な ど とと も
に用 い られ る場 合 は(1:.)Luca(二 時 ・二 時 間)、 単 数前 置格 はvaceの 他
に意 味 に よ り(B)racyも あ る。 この ような もの は(系 統 的 に文法 と して学 ぶ
のは)初 等学 習 者 の学 ぶべ き範 囲 を超 えてい る と考 え 、 こ こで の考察 の対 象
に含め ない。 また、 ア クセ ン トの移動 や 出没母 音 も、早 い段 階 での学 習 に は
不 向 きと考 え、 やは り考 察の対 象 とは しない。
3た だ し
,一>Kb/yb/111b/U具bの もの は女性 名詞 であ り,そ れぞ れ語末 にbが
な い もの は 男性 名 詞 で あ る(例 え ばHO4b「 夜 中」 は女 性 名 詞 で あ るが,
Bpa・1「 医師」 は男性 名 詞)。 また,-OCTbの もの は男 性 名詞 のrocTb(客)
を除い て女性 名詞 であ る(例 えばBO3MO)KHOCTb「 可 能性 」〉。
4こ の 「自然性 が 文法性 に優先 す る」 とい う原則 は外 国 人名 な ど外来 語 に も適
用 され る。
;}m4の タイプ には 「正 書法 の規則」 が 関わ る もの も存 在す るが
,B600に はそ
の ような ものが なか ったので表 で は省 略 した。例 えばMwuraが そ うで ある。
B600に 含 まれ ない語 形 変化 タ イプで,タ イプ分 け にお い て初等 学習 者 に と
って重 要 と思 わ れない もの い くつ か は(4)一(6)の 表 で省 略 してあ る。
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